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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，学校管理下のスポーツ事故，とくにその死亡事例と障害事例について，
その事故実態を解明し，安全対策の手がかりを導出することである。また，分析により得られた知見を日本語と英語に
て，迅速にウェブサイト上に公開し，安全対策の必要性を国内外に向けて呼びかける
　死亡事例ならびに障害事例の分析からは，とくに主要部活動のなかでも，柔道やラグビーにおいて重大事故が多発し
ていることが明らかとなった。とくに頭頸部の外傷によるものが多いことから，重大事故の防止には頭頸部外傷に着目
することが重要である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to clarify the number and rate of the serious 
injuries in school sports and to get a clue of safety measures. Some findings have already been released 
on the website in Japanese and English in order to appeal the necessity of prompt action.
Results from the analysis of data show that there are more serious cases in rugby and judo than in any 
other major sports in schools. Because head and cervical injuries are main causes of those serious cases, 
it is important for sports safety to focus on head and cervical injuries.

研究分野： 教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
今日，学校教育の領域では，学校管理下の

子どもの安全すなわち「学校安全」が喫緊の
課題となっている。しかしその安全対策は，
数値にもとづいた合理的な決定に依ってい
るとは言い難い。この十年，学校安全の最重
要課題に不審者対策が掲げられてきたよう
に，安全対策はメディアの大々的な報道に呼
応する「事件衝動型（event-driven）」（Shaw 
2005）としての性格が強い。 
「学校安全」の取り組みや研究には，長ら

く「エビデンス」が不在であった。近年，社
会問題研究の分野では，「事件衝動型」対策
に抗すべく，「エビデンス・ベイスト・ポリ
シー」（科学的根拠にもとづいた対策）（津富 
2000 など）への転換が提唱されている。本
研究もまた，スポーツ事故の発生実態を数量
的に把握し，限りある資源・財源の効率的な
運用にもとづく安全対策のあり方を模索す
る。そして，信頼のおける客観的な数値情報
を，ウェブサイトを通じて積極的かつ迅速に
発信し，問題への社会的関心を高めると同時
に，早急な対策の実行を求めていく。 
学校管理下で子どもたちは，体育や部活動

等のスポーツ時に命を落としやすい（内田 
2010a, 2010b）。これまでにも，国内外を問
わず，スポーツ事故の数量的分析はおこなわ
れてきた。しかし，学校管理下を対象とする
ものは稀であり，また競技間を横断して事故
の全体像を描き出するような疫学的研究も
わずかである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，次の 2 点である。(1)学

校管理下のスポーツ事故，とくにその死亡事
例と障害事例について，過去約 30 年間の事
例を数量的に整理したうえで，競技種目別に
事故実態を解明・比較し，安全対策の手がか
りを導出する。(2)得られた知見を日本語と
英語にて，迅速にウェブサイト上に公開し，
一刻も早い安全対策の検討を国内外に向け
て呼びかける。 
本研究では，子どもが一日の大半を過ごす

学校管理下を対象とし，死亡・障害という重
大事故に焦点を絞り，多様な競技種目全体を
幅広く見渡すなかから，事故の特徴や事故防
止の留意点を抽出していく。申請者は，柔道
事故（内田 2011a，2011b）やラグビー事故
（内田 2011c）の死亡や障害の事例を分析し，
その成果を発表してきた。本研究は対象とす
る競技種目をさらに広げようとするもので
ある。具体的には，まず日本スポーツ振興セ
ンター『学校の管理下の死亡・障害事例と事
故防止の留意点』（以下，『死亡・障害事例』）
の約 30 年分の事例から各種目の死亡・障害
事例を拾い上げる。次に種目別の内訳を整理
し，それら内訳についての種目間の比較分析
をおこない，種目別に安全対策の留意点を導
出していく。 

 

死亡・障害は，きわめて重篤な事態である
にもかかわらず，学校管理下の事故事例が数
量的に整理・分析されることは，これまでほ
とんどなかった。エビデンスをもとにしたフ
ィードバックと，その国内外への情報発信は，
合理的・効率的な安全確保へと道を開くはず
である。 
 
３．研究の方法 
申請者は『死亡・障害事例』をデータ元と

したこれまでの分析において，たとえば柔道
事故では，死因の大半が頭部外傷で占められ
ていること，中高いずれも 1 年生に多いこと
などを指摘した（拙稿 2011a，2011b）。ラグ
ビー事故についても，同様のかたちで分析を
おこなった（拙稿 2011c）。本研究において
も，『死亡・障害事例』を利用して，多様な
競技種目についてそれぞれに事故事例の内
訳（性／学年／原因／損傷部位等）を整理し，
重大事故の発生状況を明らかにする。また内
訳を各種目間で比較することで，どの種目で
どのような事故が多いのかを把握すること
ができ，各種目固有に求められる安全対策も
明らかとなる。 
 
４．研究成果 
(1) 死亡事例に関する分析 
日本の小学校・中学校・高校において発生

した主要部活動における死亡事故について，
1983～2013 年度に発生した死亡事故は全体
で 850 件にのぼる。学校段階別にみると，高
校での事故が全体の約 6 割を占めている［図
1］。 
中学校と高校に関して，年度別にその件数

と発生率（死亡事故件数を運動部員数（一部
推計値を含む）で除して算出した）の推移を
みると，1983 年度以降全体としては減少傾
向にある［図 2］。その意味では，スポーツ指
導の状況はけっして悪化しているわけでは
ない。 
学年別では，中学校も高校も 1 年生の事故

が多い［図 3］。原因別（小学校を含む）では，
突然死が 55.3%ともっとも多く，次いで頭部
外傷が 20.9%である［図 4］。 
部活動別に関しては，中学校・高校をまと

めてみると，ラグビー部と柔道部の死亡率
（各部活動の死亡事故件数をその部員数で
除して算出した）が突出して高い。両者は，
頭部外傷のみならず熱中症においても高い
死亡率を示している。また，ラグビー部は突
然死でも他の部活動より高い値を示してい
る。 
 
(2) 障害事例に関する分析 
障害事例については，とくに重大事故につ

ながりやすい頭頸部の外傷による事故を重
点的に分析した。 

1983～2013 年度までについて，まず小中
校の内訳でみると小学校が約 15%，中学校が
約 30%，高校が約 55%である。発生率（生徒



100 万人あたり）の推移は，わずかに減少傾
向が認められるものの，事態はあまり改善さ
れていないとみるべきである。中高に絞って，
学年別にみると，いずれも 1 年生の事故が多
い。さらに中高について主要運動部活動の競
技種目別でみた場合には，ラグビー，柔道，
水泳がとくに高い値を示している［図 5，図
6］。 
 
(3) 研究成果の発信 
以上の成果を適宜，ウェブサイト「学校リ

スク研究所」に掲載（和文，英文）し，啓発
活動を進めた。また海外の研究者や関係機関
には，別途英文の資料（PDF ファイル）を作
成して情報を発信し，意見交換をおこなった。 
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図 1 学校段階別の死亡事故件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 中学校・高校の運動部活動における死
亡事故件数・発生率の推移（1983-2013） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 中学校・高校における学年別の死亡事
故件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 小中校における原因別の死亡事故件数 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 中学校の主要部活動における頭頸部の
障害事故発生率（10 万人あたり，1994-2013） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6 高校の主要部活動における頭頸部の障
害事故発生率（10 万人あたり，1994-2013） 
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